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近畿「子どもの水辺」交流会は、身近な水辺活動を広く発信していただくもの

で、上下流・府県間などを越えて「水辺」に関わる近畿のみなさんの交流を深

め、地域ぐるみの水辺活動の継続・広がりを共につくり、守り、育てることを目

指しています。

　平成2５年１１月２３日（土）に『 第７回 近畿「子どもの水辺」
交流会 in滋賀 』を開催しました。
　近畿各地から学校やNPOなどで水辺の活動をする子どもたち、25
団体の約2０0人が滋賀県大津市の大津港に集まり、大型客船「ビア
ンカ」で、身近な水辺で観察したことや体験したこと、取り組んだ
活動などを発表・発信しました。また、学習船「うみのこ」では、
琵琶湖の北湖と南湖を比べる実験などの体験活動をしました。交流
会へは、一般参加者や協力団体の方などを含め、総勢約500名にご
参加頂きました。
　今回の交流会は、エコクラブの指導者を中心としたベテランス
タッフと小学生の頃から水辺活動に携わってきた大学生を中心とし
た若手スタッフが協力して企画し、当日は若手スタッフ主体で運営
をしました。参加した子どもたちは、近畿各地から集まった水辺の
仲間たちと交流し、若手スタッフのお兄さん、お姉さん達からたく
さん学び、楽しく有意義な１日を過ごしました。
　本報告書は、交流会の第２部現地体験交流会での各体験活動の成
果や、第３部グループ別交流会に参加した子どもたちの感想カード
と質問およびその回答、第４部全体交流会での意見やこれからの水
辺に対するメッセージ等をまとめたもので、近畿各地の水辺で活動

する子どもたちの想いが詰まっています。

滋賀県マスコット キャッフィー 滋賀県マスコット うぉーたん
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○ 西京極児童館自然探検隊2004（京都府）
○ ＴＡＮＡＫＡＭＩこども環境クラブ（滋賀県）　○ アシレンジャー（兵庫県）
○ NPO法人蒲生野考現倶楽部（滋賀県）　○ 石川こども自然隊（大阪府）

○ エコアイディアキッズびわ湖(アイキッズ)（滋賀県）　○ 三浦 悠里（兵庫県）
○れいんぼぅ☆キッズ（兵庫県）　○ 寝屋川市立成美小学校 飼育委員会（大阪府）
○ 木津川管内河川レンジャー活動に参加している子どもたち・NPO法人やましろ里山の会
木津川子ども部会（京都府）

○ 自然と文化の森協会・猪名川キッズクラブ（兵庫県）　○ ホタルの学校（滋賀県）
○ NPO法人子どもと川とまちのフォーラム（京都府）　○ 山内エコクラブ（滋賀県）
○ かわっぱクラブ（大阪府）

○ 川とあそぼう♪大和川クラブ（大阪府）　○ 京都市立静原小学校（京都府）
○ かもんずエコクラブ（滋賀県）　○ 三田市立武庫小学校（兵庫県）
○ 高島市立マキノ東小学校（滋賀県）

目　次

○ 橿原市立畝傍中学校 科学部（奈良県）　○ エコロジー美園小（大阪府）
○ 宇治市立広野中学校 科学部（京都府）
○ 玉一アクアリウム(玉津第一小学校)（兵庫県）　○ 水のかけ橋エコクラブ（滋賀県）



○開催日時

 平成25年11月23日（土） 10:00～16:00

○開催会場

 大津港～琵琶湖（大型客船ビアンカ・学習船うみのこ）

○プログラム

■第１部 開 会 式（10:00～）
「ドキドキワクワク。今から始まるよ！今日一日のルールを知ろう！」

・大津港ターミナルで開会宣言、乗船・進行説明

■第２部 現地体験交流会（10:40～）（12:55～）
「琵琶湖を知ろう、学ぼう、感じよう！」

    ・｢うみのこ｣で琵琶湖の北湖と南湖の水を比べる実験やプランクトン観察など

■第３部　 グループ別発表会（10:30～）（12:40～）
「活動を伝えてみよう、聞いてみよう、そして仲良くなろう！」

    ・｢ビアンカ｣で近畿府県の小・中学生による活動発表、感想や質問のやりとり

■第４部 全体交流会・閉会式（14:25～）
「今日感じたことは何？琵琶湖の魅力を話してみよう！」

    ・参加者全員で「琵琶湖を守るために一番大事なこと」について意見交換

■第５部 体験交流プログラム（15:30～16:30）
「琵琶湖の恵みに感謝しよう！水の不思議を体験しよう！」

    ・｢水辺｣に関する展示作品や｢水｣に関する実験、琵琶湖の伝統食の食体験など

○主　催

 近畿「子どもの水辺」交流会実行委員会

　後　援
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（大津港：滋賀県大津市浜大津５丁目１番１号）

びっくり　わくわく　こうりゅうかい

びわ湖で思いっきり楽しもう！

近畿農政局、近畿地方環境事務所、近畿各府県教育委員会、近畿

各政令市、近畿各政令市教育委員会、琵琶湖･淀川流域圏再生推進

協議会、琵琶湖･淀川流域圏連携交流会

（近畿の水辺活動団体等､近畿の学生､近畿地方整備局､近畿各府県
等､河川財団､近畿建設協会）

第７回近畿「子どもの水辺」交流会 in滋賀



○発表参加団体（25団体）

○ ＮＰＯ法人 蒲生野考現倶楽部

○ 高島市立マキノ東小学校

○ ホタルの学校

○ TANAKAMIこども環境クラブ 

○ 水のかけ橋エコクラブ

○ 山内エコクラブ

 ○ エコアイディアキッズびわ湖（アイキッズ）

○ かもんずエコクラブ

○ NPO法人 子どもと川とまちのフォーラム

○ 西京極児童館自然探検隊2004

○ 京都市立静原小学校

○ 宇治市立広野中学校　科学部

○ 石川こども自然隊

○ かわっぱクラブ

○ 川とあそぼう♪大和川クラブ

○ エコロジー美園小

○ 寝屋川市立成美小学校　飼育委員会

○ アシレンジャー

○ 自然と文化の森協会･猪名川キッズクラブ

○ 三田市立武庫小学校

○ 玉一アクアリウム

○ 三浦 悠里

○ れいんぼぅ☆キッズ

○橿原市立畝傍中学校　科学部
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　　奈良県

　　京都府

　　兵庫県

　　大阪府

○ 木津川管内河川レンジャー活動参加している子どもたち
　・NPO法人やましろ里山の会木津川こども部会

　　滋賀県



○作品展示団体等（10団体）

　　展示参加

○ 水辺の生き物発見隊（大阪府）

○ 神戸市立菅の台小学校３年生（兵庫県）

○ 神戸市立高丸小学校５年生（兵庫県）

○ 神戸市立垂水小学校（兵庫県）

○ 近畿地方整備局　琵琶湖河川事務所（国土交通省）

　　体験交流プログラム

○（株）共立理化学研究所

○ 滋賀県立琵琶湖博物館

○ 滋賀の食事文化研究会

○ minamo

計
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○ タイの子どもたちの作品とインドネシアの村の
 　子どもたちの環境学習（peesg）（海外）

発表団体（322名）、一般参加者（47名）
協力団体（46名）、運営スタッフ（76名） 491名

■発表参加：25団体 ■展示参加：6団体 ■協力団体：4団体



　　　●参加者紹介

（次のページへ）
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　　（前のページから）

（次のページへ）
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　　（前のページから）

（次のページへ）
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　　（前のページから）

（次のページへ）
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　　（前のページから）
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第１部　開 会 式

●交流会会場

●開会前（受付）

受付状況

9 （次のページへ）

早朝の大津港ターミナル

大型客船「ビアンカ」 学習船「うみのこ」

受付状況 受付状況

同じ桟橋に並んで子どもたちの乗船を
待つビアンカ(左)とうみのこ(右)

近畿各地から徐々に参加者が
集まってきました

参加者は、各グループのプラカードを掲げたスタッフの
ところに集まって整列しました



（前のページから）

●開会宣言

開会式全景

●乗船説明、進行説明

●乗船開始（ビアンカ）
Ａ、Ｂ、Ｃグループは、午前は「ビアンカ」に乗船しました。

Ａグループ乗船開始

10 （次のページへ）

実行委員会
宮嶋会長

若手実行委員
南部さんの司会

ﾌﾛｰﾃｨﾝｸﾞｽｸｰﾙ
川端さん

乗船にあたっての注意事項を聞く

若手実行委員
小林リーダー

小林リーダーからの進行説明のあと、若手実行委員が前に並び一礼
当日の進行役であるファシリテーター・コーディネーターを務める

宮嶋会長から開会宣言



（前のページから）

Ｂグループ乗船開始

Ｃグループ乗船開始

●乗船開始（うみのこ）
Ｄ、Ｅグループは、スタッフ紹介をした後、「うみのこ」に乗船しました。

Ｄグループを担当したスタッフ

Ｄグループ乗船開始

Ｅグループ乗船開始
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Ｅグループを担当したスタッフ


